
岐阜県立本巣松陽高等学校 

創立百周年記念事業（正門周辺整備事業） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな伝統の創造を目指して 

・守るべき伝統は次の世代に引き継いで 

いかなければならない。 

・これまで個性豊かな多くの人材を輩出。 

・「個性豊かな、彩なす人材」を縦糸に「次

の世代を担う有為な人材」を横糸に、新

たな伝統を織りなす。 

・この地を本校発展を担い、未来を牽引し

ていく未来志向の空間として位置づけ、 

「新たな伝統の創造」を目指す。 

 

 

空間イメージ 

・豊かな緑の象徴である、四百余幹の松

垣、かつて糸貫川畔にあって今も「川の

気配」が感じられる。（百年の記憶） 

・学びの森としてのシンボルである正門

周辺を豊かな自然環境と調和した 

「開かれた」 「親しみ」 

「ゆとり」  「美しさ」 

を感じる佇まい（たたずまい）を創出。 

 

 

・２１世紀は環境の世紀 

・人にやさしい、自然にやさしい教育環境の整備

が求められている。 

・シンボルである正門を新たに設ける。 

・景観との調和を図り、正門周辺を再整備。 

・駐車場の再整備。 

・学び舎に相応しい教育環境の充実を図る。 

夢を描く！ 

夢を共有する！ 

夢をつなぐ！ 

基本理念 

 

基本コンセプト 

 

整備方針 


